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平成１６年度秋田県病院事業会計決算審査意見書

（審査の結果及び意見）

１ 決算諸表について

審査に付された決算諸表は、その調製手続き及び計数に誤りがなく、事業

の経営成績及び財政状態を適正に表示していることを確認した。

２ 経営状況について

（１）経営成績について

平成１６年度の経営成績は、収益総額７６億３，８２４万円、費用

総額７４億８，１５８万円で、差し引き１億５，６６６万円の純利益

となっているが、純利益は前年度に比べ１億４，７０５万円

（４８．４％）減少している。

純利益が減少した要因は、前年度に比べ医業収益が６，２２２万円

（１．７％）増加したものの、一般会計補助金が２億９，９９２万円

（７．５％）減少したことによるものである。

純利益は、その一部が繰越欠損金（９６６万円）の補てんに充てら

れ、その結果、当年度未処分利益剰余金は１億４，７００万円となっ

ている。

（２）財政状態について

平成１６年度末の財政状態は、資産総額２１４億７，４７０万円、負

債総額４億４，８５２万円、資本総額２１０億２，６１８万円となって

いる。

前年度末に比較して資産総額が１０億９，９３７万円（４．９％）の

減、負債総額が２億７，９９０万円（３８．４％）の減となっており、

資本総額では８億１，９４７万円（３．８％）減少している。資本減少

の要因は、借入資本金（企業債）が定期償還により９億８，０９９万円

減少したことによるものであるが、当年度純利益等の計上により剰余金

， 、 。は前年度より１億６ １５２万円増加しており 財政状態は良好である

また、流動資産は５０億４，３５７万円、流動負債は４億４，８５２
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万円で差し引き正味運転資本は４５億９，５０５万円と前年度末より

５，４９０万円（１．２％）増加している。

３ 留意改善を要する事項

診療費の自己負担に係る未収金については 「未収金取扱要領」を定め債、

権管理に努めているが、前年度より増加していることから、その発生防止

策を講ずるとともに、より適切な業務管理を推進し未収金収納に努めてい

く必要がある。

両病院は、経営の健全化を推進するため、平成１６年度に「中期経営計

画 （平成１７年度から１９年度までの３カ年）を策定しているが、この目」

標を達成するために、脳血管研究センタ－においては、病院部門単独の経

営分析のうえに立った効率的な運営が行いうるよう、病院部門と研究部門

の会計区分を明確にされたい。また、県民により高度な医療を提供するた

め、心臓を専門とする成人病医療センタ－との連携を強化し、総合的かつ

一体的な循環器医療を推進されたい。リハビリテ－ション・精神医療セン

、 。タ－においては 地域リハビリテ－ション検診事業の拡充を推進されたい

今後は、医療情勢の変化に応じて、両病院の経営計画を随時、弾力的に

見直し、独立行政法人化についても更に検討しながら、改善目標達成に向

けた経営基盤の強化に積極的に取り組まれたい。


